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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、使用するプラットフォーム

およびソフトウェアリリースの Bug Search Toolおよびリリースノートを参照してください。
このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリース

のリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorには、
http://www.cisco.com/go/cfnからアクセスします。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

スイッチスタックの前提条件
スイッチスタック内のすべてのスイッチがアクティブスイッチと同じライセンスレベルを実

行している必要があります。ライセンスレベルについては、『SystemManagementConfiguration
Guide (Catalyst 3850 Switches)』を参照してください。

スイッチスタック内のすべてのスイッチが互換性のあるソフトウェアバージョンを実行して

いる必要があります。
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スイッチスタックの制約事項
スイッチスタック設定の制約事項を以下に示します。

• LAN Baseライセンスレベルを実行しているスイッチスタックは、レイヤ 3機能をサポー
トしません。

•スイッチスタックは、StackWise-480ポート経由で接続された最大 9つのスタック対応ス
イッチで構成できます。

•スイッチスタックに Catalyst 3850スイッチと Catalyst 3650スイッチを組み合わせて含め
ることはできません。

•スイッチスタックには、異なるライセンスレベルの組み合わせを含めることはできませ
ん。

混合スタック設定では、一部の機能に対するサポートが制限されます。特定の機能の詳細につ

いては、関連するCatalyst 3850コンフィギュレーションガイドを参照してください。
（注）

スイッチスタックに関する情報

スイッチスタックの概要

スイッチスタックは、StackWise-480ポート経由で接続された最大 9つのスタック対応スイッ
チで構成できます。スタックメンバーは 1つの統合システムとして連携します。レイヤ 2プロ
トコルとレイヤ 3プロトコルが、スイッチスタック全体を単一のエンティティとしてネット
ワークに提示します。

スイッチスタックには、必ず 1個のアクティブスイッチおよび 1個のスタンバイスイッチが
あります。アクティブスイッチが使用不可能になった場合、スタンバイスイッチがアクティ

ブスイッチの役割を担い、スタックは継続して動作します。

アクティブスイッチがスイッチスタックの動作を制御し、スタック全体の単一管理点になり

ます。アクティブスイッチから、以下を設定します。

•すべてのスタックメンバーに適用されるシステムレベル（グローバル）の機能

•スタックメンバーごとのインターフェイスレベルの機能

アクティブスイッチには、スイッチスタックの保存済みの実行コンフィギュレーションファ

イルが格納されています。コンフィギュレーションファイルには、スイッチスタックのシス

テムレベルの設定と、スタックメンバーごとのインターフェイスレベルの設定が含まれます。
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各スタックメンバーは、バックアップ目的で、これらのファイルの現在のコピーを保持しま

す。

スイッチスタックは、StackWise-480ポート経由で接続された最大 9つのスタック対応スイッ
チで構成できます。スタック内のスイッチは、同種であり、かつライセンスレベルが同じであ

ることが必要です。

スイッチスタックでサポートされる機能

アクティブスイッチ上でサポートされるシステムレベルの機能は、スイッチスタック全体で

サポートされます。

暗号化機能

アクティブスイッチが暗号化ユニバーサルソフトウェアイメージ（暗号化対応）を実行して

いる場合は、スイッチスタック上で暗号化機能を使用できます。

StackWise-480

スタックメンバーは、StackWise-480テクノロジーを使用して、1つの統合システムとして連
携します。レイヤ 2プロトコルとレイヤ 3プロトコルは、スイッチスタック全体をネットワー
ク内の単一のエンティティとしてサポートします。

LAN Baseイメージを実行しているスイッチスタックは、レイヤ 3機能をサポートしません。（注）

StackWise-480は、480 Gbpsのスタック帯域幅で、ステートフルスイッチオーバー（SSO）を
使用してスタック内に復元力を提供します。スタックは、メンバースイッチが選出したアク

ティブスイッチによって管理される単一のスイッチングユニットとして動作します。アクティ

ブスイッチによって、スタック内のスタンバイスイッチが自動的に選出されます。アクティ

ブスイッチは、すべてのスイッチング、ルーティング、およびワイヤレスに関する情報を作成

して更新し、この情報を継続的にスタンバイスイッチと同期します。アクティブスイッチで

障害が発生した場合、スタンバイスイッチがアクティブスイッチの役割を担い、スタックは

継続して動作します。アクセスポイントは、アクティブスイッチに直接接続されていなけれ

ば、アクティブからスタンバイへのスイッチオーバー中に切断されることはありません。この

場合、アクセスポイントは電源がオフになって、リブートします。動作中のスタックは、サー

ビスを中断せずに、新しいメンバーを追加したり、既存のメンバーを削除することができま

す。

高速スタックコンバージェンス

フルリングスタック内の単一リンクが動作しなくなると、パケットの転送が中断して、スタッ

クがハーフリングに移行します。Catalyst 3850では、このトラフィックの中断（またはスタッ
クコンバージェンス時間）が数ミリ秒続きます。

StackPower

StackPowerを使用すれば、スタック内の電源をスタック内のすべてのスイッチに共通のリソー
スとして共有することができます。StackPowerは、スイッチに実装された個別の電源を統合し
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て 1つの電源プールを構成し、必要とされる場所に電力を供給します。StackPowerケーブルを
使用して、最大 4つのスイッチを StackPowerスタック内で設定できます。

StackPowerの詳細については、 Interface and Hardware Component Configuration Guide（Catalyst
3850 Switches）を参照してください。

スイッチスタックのメンバーシップ

スタンドアロンデバイスは、アクティブスイッチとしても動作するスタックメンバーを 1つ
だけ持つデバイススタックです。スタンドアロンデバイスを別のデバイスと接続して、2つの
スタックメンバーで構成され、一方がアクティブスイッチであるスイッチスタックを構築で

きます。スタンドアロンデバイスを既存のデバイススタックに接続して、スタックメンバー

シップを増やすこともできます。

すべてのスタックメンバーで helloメッセージが送受信されます。

•スタックメンバーが応答しない場合は、そのメンバーがスタックから削除されます。

•スタンバイデバイスが応答しない場合は、新しいスタンバイデバイスが選択されます。

•アクティブデバイスが応答しない場合は、スタンバイデバイスがアクティブデバイスに
なります。

加えて、アクティブスイッチとスタンバイデバイス間でキープアライブメッセージが送受信

されます。

•スタンバイデバイスが応答しない場合は、新しいスタンバイデバイスが選択されます。

•アクティブデバイスが応答しない場合は、スタンバイデバイスがアクティブデバイスに
なります。

スイッチスタックメンバーシップの変更

スタックメンバを同一のモデルと交換した場合、新たなスイッチ（プロビジョニングされるス

イッチとも呼びます）は交換されたスイッチと同じメンバ番号を使用すると、交換されたス

イッチとまったく同じ設定で機能します。

アクティブスイッチを削除したり、電源の入ったスタンドアロンスイッチまたはスイッチス

タックを追加したりしないかぎり、メンバーシップの変更中も、スイッチスタックの動作は間

断なく継続されます。

•電源の入ったスイッチの追加（マージ）により、すべてのスイッチはリロードし、その中
から新しいアクティブスイッチを選定します。新しく選定されたアクティブスイッチは、

その役割と設定を保持します。他のすべてのスイッチは、個別のスタックメンバー番号を

保持し、新しく選択されたアクティブスイッチのスタック設定を使用します。

•電源が入った状態のスタックメンバを取り外すと、スイッチスタックが、それぞれ同じ
設定を持つ2つ以上のスイッチスタックに分割（パーティション化）されます。これによ
り、以下の現象が発生する可能性があります。
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ネットワーク内での IPアドレスの競合。スイッチスタックを分離されたままにして
おきたい場合は、新しく作成されたスイッチスタックの IPアドレス（複数の場合あ
り）を変更してください。

•

•スタック内の 2つのメンバー間のMACアドレスの競合。stack-mac update forceコマ
ンドを使用すると、この競合を解消できます。

新しく作成されたスイッチスタックにアクティブスイッチまたはスタンバイスイッチがない

場合、スイッチスタックはリロードし、新しいアクティブスイッチを選定します。

スイッチスタックに追加または削除するスイッチの電源がオフであることを確認します。

スタックメンバーを追加または削除したら、スイッチスタックがすべての帯域幅（480Gbps）
で動作していることを確認します。スタックモード LEDが点灯するまで、スタックメンバの
Modeボタンを押します。スタック内のすべてのスイッチでは、右側の最後の 2つのポート
LEDがグリーンに点灯します。スイッチモデルに応じて、右側の最後の 2つのポートは 10ギ
ガビットイーサネットポートまたは Small Form-Factor Pluggable（SFP）モジュールポート
（10/100/1000ポート）になります。スイッチの一方または両方のLEDがグリーンでない場合、
スタックは全帯域幅で稼働していません。

（注）

スタックを分割しないで、電源が入ったスタックメンバを取り外す場合、次の手順を実行しま

す。

•新規に作成されたスイッチスタックのスイッチの電源をオフにします。

•それをそのスタックポートを介して元のスイッチスタックに再接続します。

•スイッチの電源を入れます。

スイッチスタックに影響するケーブル配線と電源の考慮事項については、Catalyst 3850スイッ
チハードウェアインストレーションガイドを参照してください。

スタックメンバー番号

スタックメンバー番号（1～ 9）は、デバイススタック内の各メンバーを識別します。また、
メンバー番号によって、スタックメンバーが使用するインターフェイスレベルの設定が決定

します。show switch EXECコマンドを使用すると、スタックメンバー番号を表示できます。

新しい初期設定状態のデバイス（デバイススタックに参加していないスイッチまたはスタッ

クメンバー番号が手動で割り当てられていないスイッチ）は、デフォルトスタックメンバー

番号 1で出荷されます。そのスイッチがデバイススタックに参加すると、そのデフォルトス
タックメンバー番号がスタック内で使用可能な最小メンバー番号に変更されます。

同じデバイススタック内のスタックメンバーが同じスタックメンバー番号を持つことはでき

ません。スタンドアロンデバイスを含むすべてのスタックメンバーは、番号が手動で変更さ

れるまで、または、その番号がスタック内の他のメンバーによってすでに使用されていないか

ぎり、独自のメンバー番号を保持します。
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• switch current-stack-member-numberrenumber new-stack-member-number EXECコマンドを使
用して手動でスタックメンバー番号を変更した場合は、その番号がスタック内の他のメン

バーに未割り当てなときにだけ、スタックメンバーのリセット後（または、reload slot
stack-member-number特権 EXECコマンドの使用後）に新番号が有効となります。スタッ
クメンバー番号を変更するもう1つの方法は、デバイス_NUMBER環境変数を変更するこ
とです。

番号がスタック内の他のメンバーによって使用されている場合は、デバイスがスタック内

で使用可能な最小番号を選択します。

手動でスタックメンバーの番号を変更し、新たなメンバー番号にインターフェイスレベ

ルの設定が関連付けられていない場合は、スタックメンバーをデフォルト設定にリセット

します。

割り当てられたデバイス上では、switch current-stack-member-numberrenumber
new-stack-member-numberEXECコマンドを使用できません。使用すると、コマンドは拒否
されます。

•スタックメンバーを別のデバイススタックに移動した場合、そのスタックメンバーは、
自分の番号がスタック内の他のメンバーによって使用されていない場合にだけ、その番号

を保持します。その番号が使用されている場合は、デバイスがスタック内で使用可能な最

小番号を選択します。

•デバイススタックをマージした場合は、新しいアクティブスイッチのデバイススタック
に参加しているデバイスがスタック内で使用可能な最小番号を選択します。

ハードウェアインストレーションガイドに記載されているように、デバイスポートLEDをス
タックモードで使用すれば、各スタックメンバーのスタックメンバー番号を目視で確認でき

ます。

デフォルトモードでは、スタックマスターのスタック LEDだけが緑色に点滅します。ただ
し、[MODE]ボタンを [Stack]オプションまでスクロールすると、すべてのスタックメンバの
スタック LEDが緑色に点灯します。

[MODE]ボタンが [Stack]オプションまでスクロールすると、各スタックメンバのスイッチ番
号が、そのスイッチの最初の 5つのポートの LEDで表示されます。スイッチ番号は、すべて
のスタックメンバで、バイナリ形式で表示されます。スイッチでは、オレンジ色の LEDは値
0、緑の LEDは値 1を示します。

スイッチ番号 5（バイナリ 00101）の例：

スイッチ番号 5のスタックメンバについては、最初の 5つの LEDが以下の色の組み合わせで
点灯します。

•ポート 1：オレンジ

•ポート 2：オレンジ

•ポート 3：緑

•ポート 4：オレンジ
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•ポート 5：緑

同様に、スイッチ番号に基づき、すべてのスタックメンバーで、最初の 5つの LEDがオレン
ジ色か緑色に点灯します。

•水平スタックポートを相手側の通常のネットワークポートに接続した場合、相手側から
受信した SDPパケットがないと、スタックポートの送受信は 30秒以内に無効になりま
す。

•スタックポートはダウンしませんが、送受信だけ無効になります。次に示すログメッセー
ジがコンソールに表示されます。ピア側のネットワークポートがスタックポートに変換

されると、このスタックポートの送受信が有効になります。

%STACKMGR-4-HSTACK_LINK_CONFIG: Verify peer stack port setting for
hstack StackPort-1 switch 5 (hostname-switchnumber)

（注）

スタックメンバーのプライオリティ値

スタックメンバのプライオリティ値が高いほど、アクティブスイッチとして選択され、自分

のスタックメンバ番号を保持できる可能性が高くなります。プライオリティ値は 1～ 15の範
囲で指定できます。デフォルトのプライオリティ値は 1です。show switchEXECコマンドを使
用すると、スタックメンバーのプライオリティ値を表示できます。

アクティブスイッチにするデバイスには、最大プライオリティ値を割り当てることをお勧めし

ます。これにより、再選択が実施されたときにそのデバイスがアクティブスイッチとして再選

択されることが保証されます。

（注）

スタックメンバーのプライオリティ値を変更するには、switch stack-member-number priority
new priority-value EXECコマンドを使用します。詳細については、「スタックメンバープライ
オリティ値の設定」のセクションを参照してください。

新しいプライオリティ値はすぐに有効となりますが、現在のアクティブスイッチには影響し

ません。新たなプライオリティ値は、現在のアクティブスイッチまたはスイッチスタックの

リセット時に、どのスタックメンバが新たなアクティブスイッチとして選択されるかを決定

する場合に影響を及ぼします。

スイッチスタックブリッジ IDとMACアドレス
スイッチスタックは、そのブリッジ IDによって、または、レイヤ 3デバイスとして動作して
いる場合はそのルータMACアドレスによって、ネットワーク内で識別されます。ブリッジ ID
とルータMACアドレスは、アクティブスイッチのMACアドレスによって決定されます。

スイッチスタックの管理
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アクティブスイッチが変わった場合は、新しいアクティブスイッチのMACアドレスによっ
て、新しいブリッジ IDとルータMACアドレスが決定されます。

スイッチスタック全体がリロードした場合は、スイッチスタックがアクティブスイッチの

MACアドレスを使用します。

スイッチスタック上の永続的MACアドレス

永続的MACアドレス機能を使用すれば、スタックMACアドレスが変更されるまでの時間遅
延を設定できます。この期間に、前のアクティブスイッチがスタックに再参加すると、スイッ

チが現在はスタックメンバーで、アクティブスイッチではない場合でも、スタックはその

MACアドレスをスタックMACアドレスとして使用し続けます。この期間に前のアクティブ
スイッチがスタックに再参加しなかった場合は、スイッチスタックが新しいアクティブスイッ

チのMACアドレスをスタックMACアドレスとして取得します。デフォルトでは、新しいア
クティブスイッチが引き継ぐ場合でも、スタックMACアドレスは最初のアクティブスイッ
チのMACアドレスになります。

永続的MACアドレス機能を使用すれば、スタックMACアドレスが新しいスタックマスター
のMACアドレスに変更されるまでの時間遅延を設定できます。この機能がイネーブルになっ
ている場合は、スタックMACアドレスが約 4分後に変更されます。この期間に、前のスタッ
クマスターがスタックに再参加すると、スイッチが現在はスタックメンバーで、スタックマ

スターではない場合でも、スタックはそのMACアドレスをスタックMACアドレスとして使
用し続けます。前のスタックマスターがこの期間にスタックに復帰しない場合、スイッチス

タックは新しいスタックマスターのMACアドレスをスタックMACアドレスとして取得しま
す。

また、スタックMACアドレスが新しいアクティブスイッチMACアドレスに変更されないよ
うに、スタックMACの永続性を設定することもできます。

アクティブスイッチとスタンバイスイッチの選択と再選択

すべてのスタックメンバは、アクティブスイッチまたはスタンバイスイッチにすることがで

きます。アクティブスイッチが使用できなくなった場合、スタンバイスイッチがアクティブ

スイッチになります。

アクティブスイッチは、次のイベントのいずれかが発生しないかぎり、役割を維持します。

•スイッチスタックがリセットされた。

•アクティブスイッチがスイッチスタックから削除された。

•アクティブスイッチがリセットされたか、電源が切れた。

•アクティブスイッチに障害が発生した。

•電源の入ったスタンドアロンスイッチまたはスイッチスタックが追加され、スイッチス
タックメンバーシップが増えた。

すべてのスタックメンバは、スタックマスターになる資格を持っています。スタックマスター

が使用不能になると、残りのメンバの中から新しいスタックマスターが選択されます。

スイッチスタックの管理
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アクティブスイッチは、次にリストした順番で、いずれかのファクタに基づいて選択または

再選択されます。

1. 現在アクティブスイッチであるスイッチ。

2. 最高のスタックメンバプライオリティ値を持つスイッチ

アクティブスイッチにしたいスイッチには、最高のプライオリティ値を割り当てることを推

奨します。これにより、再選択が発生したときにそのスイッチをアクティブスイッチとして

選択させられます。

（注）

3. 起動時間が最短のスイッチ。機能イメージライセンス間の起動時間の差によってアクティ
ブスイッチが決まります。たとえば、IP Servicesライセンスレベルが稼働しているスイッ
チが、IP Baseライセンスレベルが稼働しているスイッチより高いプライオリティを持っ
ている場合でも、起動に 120秒長くかかった場合は、IP Baseライセンスレベルが稼働し
ているスイッチの方がアクティブスイッチになります。この問題を回避するには、IPBase
ライセンスレベルを稼働させるスイッチをアップグレードして、他方のスイッチとライセ

ンス機能セットとソフトウェアイメージを同じにするか、またはアクティブスイッチを

手動で起動し、最低 8秒間待機してから、IP Baseライセンスレベルを実行する新しいメ
ンバースイッチを起動します。

4. コンフィギュレーションファイルを保持するスイッチ

5. MACアドレスが最小のスイッチ

新しいスタンバイスイッチを選択または再選択する場合の要素は、アクティブスイッチの選

択または再選択の場合と同様で、アクティブスイッチを除くすべての参加スイッチに適用され

ます。

（注）

選択後、新しいアクティブスイッチは数秒後に使用可能になります。その間、スイッチスタッ

クはメモリ内の転送テーブルを使用してネットワークの中断を最小限に抑えます。新たなアク

ティブスイッチが選択され、リセットされている間、他の使用可能なスタックメンバーの物

理インターフェイスには何も影響はありません。

以前のアクティブスイッチが使用可能になっても、アクティブスイッチとしての役割を継続

することはありません。

スイッチスタック全体の電源を入れるかリセットした場合、一部のスタックメンバがアクティ

ブスイッチ選択に参加しない場合があります。同じ 2分の間に電源が投入されたスタックメ
ンバは、アクティブスイッチの選択に参加し、アクティブスイッチとして選択される可能性

があります。120秒間経過後に電源が投入されたスタックメンバは、この初回の選択には参加
しないで、スタックメンバになります。アクティブスイッチの選択に影響する電源の注意事

項については、スイッチのハードウェアインストレーションガイドを参照してください。
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ハードウェアインストレーションガイドに記載されているとおり、スイッチの ACTV LEDを
使用して、そのスイッチがアクティブスイッチかどうかを確認できます。

スタックマスターは、次のイベントのいずれかが発生しないかぎり、役割を維持します。

•スイッチスタックがリセットされた。*

•スタックマスターがスイッチスタックから削除された。

•スタックマスターがリセットされたか、電源が切れた。

•スタックマスターに障害が発生した。

•電源の入ったスタンドアロンスイッチまたはスイッチスタックが追加され、スイッチス
タックメンバーシップが増えた。*

アスタリスク（*）が付いているイベントでは、示されている要素に基づいて現在のスタック
マスターが再選択される場合があります。

スイッチスタック全体に電源を入れるかリセットすると、一部のスタックメンバーがスタッ

クマスター選択に参加しない場合があります。同じ 20秒の間に電源が投入されたスタックメ
ンバーは、スタックマスターの選択に参加し、スタックマスターとして選択される可能性が

あります。20秒間経過後に電源が投入されたスタックメンバーは、この初回の選択には参加
しないで、スタックメンバーになります。再選択には、すべてのスタックメンバが参加しま

す。スタックマスターの選択に影響を与える電源投入に関する考慮事項については、ハード

ウェアインストレーションガイドの「Switch Installation」の章を参照してください。

数秒後、新たなスタックマスターが使用可能になります。その間、スイッチスタックはメモ

リ内の転送テーブルを使用してネットワークの中断を最小限に抑えます。新たなスタックマス

ターが選択され、リセットされている間、他の使用可能なスタックメンバーの物理インター

フェイスには何も影響はありません。

新たなスタックマスターが選択され、以前のスタックマスターが使用可能になっても、以前

のスタックマスターはスタックマスターとしての役割は再開しません。

スイッチスタックのコンフィギュレーションファイル

アクティブスイッチは、スイッチスタックの保存された実行コンフィギュレーションファイ

ルを保持します。スタンバイスイッチは、自動的に、同期された実行コンフィギュレーション

ファイルを受け取ります。スタックメンバーは、実行コンフィギュレーションファイルがス

タートアップコンフィギュレーションファイルに保存された時点で同期されたコピーを受け

取ります。アクティブスイッチが使用できなくなると、スタンバイスイッチが現行の実行コ

ンフィギュレーションを引き継ぎます。

アクティブスイッチは、スイッチスタックの保存された実行コンフィギュレーションファイ

ルを保持します。すべてのスタックメンバーは、定期的に、アクティブスイッチからコンフィ

ギュレーションファイルの同期されたコピーを受け取ります。アクティブスイッチが使用で

きなくなると、アクティブスイッチの役割を担うスタックメンバーが最新のコンフィギュレー

ションファイルを保持します。

コンフィギュレーションファイルには、次の設定情報が格納されています。

スイッチスタックの管理
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•すべてのスタックメンバーに適用される IP設定、STP設定、VLAN設定、SNMP設定な
どのシステムレベル（グローバル）のコンフィギュレーション設定

•スタックメンバーのインターフェイス固有のコンフィギュレーション設定：各スタック
メンバーに固有

実行コンフィギュレーションをスタートアップコンフィギュレーションに保存せずにアクティ

ブスイッチを交換した場合は、アクティブスイッチのインターフェイス固有の設定が保存さ

れます。

（注）

スイッチスタックに参加している新しい初期設定のままのデバイスは、そのスイッチスタッ

クのシステムレベルの設定を使用します。デバイスが電源をオンにする前に別のスイッチス

タックに移動された場合、そのデバイスは保存されたコンフィギュレーションファイルを失っ

て、新しいスイッチスタックのシステムレベルの設定を使用します。デバイスが新しいスイッ

チスタックに参加する前にスタンドアロンデバイスとして電源をオンにされた場合は、スタッ

クがリロードされます。スタックがリロードすると、新しいデバイスがアクティブスイッチに

なって、そのコンフィグレーションを保持し、他のスタックメンバーのコンフィギュレーショ

ンファイルを上書きする可能性があります。

各スタックメンバーのインターフェイス固有のコンフィギュレーションには、スタックメン

バー番号が関連付けられます。スタックメンバーは、番号が手動で変更された場合、または同

じスイッチスタック内の他のメンバーによってすでに使用されている場合以外は、自分の番号

を保持します。スタックメンバーの番号を変更した場合は、そのスタックメンバーのリセッ

ト後に新しい番号が有効になります。

•そのメンバー番号に対応するインターフェイス固有のコンフィギュレーションが存在しな
い場合は、スタックメンバーはデフォルトのインターフェイス固有のコンフィギュレー

ションを使用します。

•そのメンバー番号に対応するインターフェイス固有のコンフィギュレーションが存在する
場合は、スタックメンバーはそのメンバー番号に関連付けられたインターフェイス固有の

コンフィギュレーションを使用します。

故障したメンバーを同一のモデルに交換すると、交換後のメンバーが、自動的に、故障したデ

バイスと同じインターフェイス固有のコンフィギュレーションを使用します。インターフェイ

ス設定を再設定する必要はありません。交換後のデバイス（プロビジョニングされたデバイス

とも呼ばれる）には、故障したデバイスと同じスタックメンバー番号を割り当てる必要があり

ます。

スタンドアロンデバイスのコンフィギュレーションの場合と同様に、スタックコンフィギュ

レーションをバックアップして復元します。

スタックメンバーを割り当てるためのオフライン設定

オフライン設定機能を使用すると、新しいスイッチがスイッチスタックに参加する前に、ス

イッチに割り当て（設定を割り当て）できます。現在スタックに属していないスイッチに関連
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付けられたスタックメンバー番号、スイッチタイプ、およびインターフェイスを設定できま

す。スイッチスタックで作成した設定を割り当てられた設定と呼びます。スイッチスタック

に追加され、この設定を受信するスイッチを割り当てられたスイッチと呼びます。

switch stack-member-number provision typeグローバルコンフィギュレーションコマンドによ
り、手動で設定を作成しプロビジョニングします。stack-member-numberは、スタックに追加す
る前に、プロビジョニングされたスイッチ上で変更する必要があり、スイッチスタック上の新

しいスイッチ用に作成したスタックメンバー番号と一致する必要があります。割り当てられた

設定内のスイッチタイプは新しく追加したスイッチのスイッチタイプと一致する必要があり

ます。スイッチスタックにスイッチを追加する場合に、割り当てられた設定が存在しないとき

は、割り当てられる設定が自動的に作成されます。

プロビジョニングされたスイッチに関連付けられているインターフェイスを設定すると、ス

イッチスタックがその設定を受け入れ、実行コンフィギュレーションにその情報が表示されま

す。ただし、スイッチがアクティブでないため、インターフェイス上の設定が機能しないう

え、割り当てられたスイッチに関連付けられたインターフェイスが特定の機能の表示には現れ

ません。たとえば、プロビジョニングされたスイッチに関連付けられている VLAN設定情報
は、スイッチスタック上の show vlanユーザ EXECコマンド出力に表示されません。

スイッチスタックは、割り当てられたスイッチがスタックに属するかどうかに関係なく、実行

コンフィギュレーションに割り当てられた設定を保持します。copyrunning-config startup-config
特権 EXECコマンドを入力すると、プロビジョニングされた設定をスタートアップコンフィ
ギュレーションファイルに保存できます。スタートアップコンフィギュレーションファイル

では、割り当てられたスイッチがスタックに属するかどうかに関係なく、スイッチスタックは

保存した情報をリロードして使用できます。

割り当てられたスイッチのスイッチスタックへの追加による影響

プロビジョニングされたデバイスをスイッチスタックに追加すると、スタックはプロビジョニ

ングされた設定かデフォルト設定のどちらかを適用します。下の表に、スイッチスタックが、

プロビジョニングされた設定とプロビジョニングされたスイッチを比較するときに発生するイ

ベントを示します。
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表 1 :プロビジョニングされた設定とプロビジョニングされたスイッチの比較結果

結果シナリオ

スイッチスタックは、プロビジョ

ニングされた設定をプロビジョニ

ングされたスイッチに適用し、ス

タックに追加します。

1. プロビジョニングされたス
イッチのスタックメンバ番

号と、スタックのプロビジョ

ニングされた設定のスタック

メンバ番号が一致する場合、

かつ

2. プロビジョニングされたス
イッチのデバイスタイプと、

スタック上でプロビジョニン

グされた設定内のデバイス

タイプが一致する場合。

スタックメンバー番号

とデバイスタイプが一

致する場合。

スイッチスタックは、デフォルト

設定をプロビジョニングされたス

イッチに適用し、スタックに追加

します。

プロビジョニングされた設定は、

新しい情報を反映するために変更

されます。

1. プロビジョニングされたス
イッチのスタックメンバ番

号と、スタックのプロビジョ

ニングされた設定のスタック

メンバ番号が一致する場合、

ただし

2. プロビジョニングされたス
イッチのデバイスタイプと、

スタック上でプロビジョニン

グされた設定内のデバイス

タイプが一致しない場合。

スタックメンバー番号

は一致するが、デバイ

スタイプが一致しない

場合。

スイッチスタックは、デフォルト

設定をプロビジョニングされたス

イッチに適用し、スタックに追加

します。

プロビジョニングされた設定は、

新しい情報を反映するために変更

されます。

プロビジョニングされ

た設定でスタックメン

バ番号が検出されない

スイッチスタックは、デフォルト

設定をプロビジョニングされたス

イッチに適用し、スタックに追加

します。

プロビジョニングされ

たスイッチのスタック

メンバ番号が、プロビ

ジョニングされた設定

で検出されない

プロビジョニングされた設定で指定されたタイプとは異なるプロビジョニングされたスイッチ

を、電源が切られたスイッチスタックに追加して電力を供給すると、スイッチスタックがス
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タートアップコンフィギュレーションファイル内の（現在は不正な）switch
stack-member-numberprovision typeグローバルコンフィギュレーションコマンドを拒否します。
ただし、スタックの初期化中は、スタートアップコンフィギュレーションファイルのデフォ

ルトでないインターフェイスコンフィギュレーション情報が、（間違ったタイプの可能性があ

る）割り当てられたインターフェイス向けに実行されます。実際のデバイスタイプと前にプロ

ビジョニングされたスイッチタイプの違いによって、拒否されるコマンドと、受け入れられる

コマンドがあります。

スイッチスタックに新しいデバイスのプロビジョニングされた設定が含まれていない場合は、

デバイスがデフォルトのインターフェイス設定でスタックに参加します。その後で、スイッチ

スタックが、新しいデバイスと一致する switch stack-member-numberprovision typeグローバル
コンフィギュレーションコマンドで、その実行コンフィギュレーションに追加されます。設定

情報については、「スイッチスタックへの新しいメンバーのプロビジョニング」のセクション

を参照してください。

（注）

スイッチスタックの割り当てられたスイッチの交換による影響

スイッチスタック内の割り当てられたスイッチに障害が発生し、スタックから削除して別のデ

バイスと交換すると、スタックが割り当てられた設定またはデフォルト設定をそのスイッチに

適用します。スイッチスタックが割り当てられた設定と割り当てられたスイッチを比較すると

きに発生するイベントは、割り当てられたスイッチをスタックに追加するときに発生するもの

と同じです。

割り当てられたスイッチのスイッチスタックからの削除による影響

割り当てられたスイッチをスイッチスタックから削除すると、削除されたスタックメンバー

に関連付けられた設定は、割り当てられた情報として実行コンフィギュレーション内に残りま

す。設定を完全に削除するには、no switch stack-member-number provisionグローバルコンフィ
ギュレーションコマンドを使用します。

互換性のないソフトウェアを実行しているスイッチのアップグレード

自動アップグレード機能と自動アドバイス機能を使用すれば、スイッチスタックと互換性のな

いソフトウェアパッケージがインストールされたスイッチを互換性のあるバージョンのソフト

ウェアにアップグレードしてスイッチスタックに参加できるようにすることができます。

自動アップグレード

自動アップグレード機能の目的は、スイッチを互換性のあるソフトウェアイメージにアップグ

レードしてスイッチスタックに参加できるようにすることです。

新しいスイッチがスイッチスタックに参加しようとすると、各スタックメンバーがそれ自体

と新しいスイッチの互換性チェックを実行します。各スタックメンバーは、アクティブスイッ

チに互換性チェックの結果を送信し、その結果に基づいてスイッチがスイッチスタックに参加
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できるかどうかが判断されます。新しいスイッチ上のソフトウェアがスイッチスタックと互換

性がない場合は、新しいスイッチがバージョン不一致（VM）モードに入ります。

既存のスイッチスタックで自動アップグレード機能がイネーブルになっている場合は、アク

ティブスイッチが、自動的に、互換性のあるスタックメンバー上で実行されているものと同

じソフトウェアイメージで新しいスイッチをアップグレードします。自動アップグレードは、

一致しないソフトウェアが検出された数分後に起動します。

自動アップグレードはデフォルトでディセーブルになっています。

自動アップグレードには自動コピープロセスと自動抽出プロセスが含まれます。

•自動コピーは、スタックメンバー上で実行しているソフトウェアイメージを新しいスイッ
チに自動的にコピーして、そのスイッチをアップグレードします。また、自動コピーは、

自動アップグレードがイネーブルになっている場合、新しいスイッチ上に十分なフラッ

シュメモリが存在する場合、およびスイッチスタック上で実行しているソフトウェアイ

メージが新しいスイッチに適合する場合に実行されます。

VMモードのスイッチでは、すべてのリリース済みのソフトウェ
アが稼働するとは限りません。たとえば、新しいスイッチハード

ウェアは以前のバージョンのソフトウェアでは認識されません。

（注）

•自動抽出（auto-extract）は、自動アップグレードプロセスがスタック内で新しいスイッチ
にコピーする適切なソフトウェアを見つけられなかった場合に実行されます。この場合、

自動抽出プロセスは、スイッチスタックまたは新しいスイッチをアップグレードするため

に必要なbinファイルを、スタック内のすべてのスイッチで検索します。binファイルは、
スイッチスタックまたは新しいスイッチ内の任意のフラッシュファイルシステムに配置

できます。スタックメンバー上で新しいスイッチに適した binファイルが見つかった場合
は、このプロセスがファイルを抽出して自動的に新しいスイッチをアップグレードしま

す。

自動アップグレード機能は、バンドルモードで使用することはできません。スイッチスタッ

クは、インストール済みモードで実行する必要があります。スイッチスタックがバンドルモー

ドになっている場合は、software expand特権EXECコマンドを使用してインストール済みモー
ドに変更します。

自動アップグレードをイネーブルにするには、新しいスイッチ上で softwareauto-upgradeenable
グローバルコンフィギュレーションコマンドを使用します。自動アップグレードのステータ

スをチェックするには、show running-config特権 EXECコマンドを使用して表示された Auto
upgrade行を確認します。

新しいスイッチを特定のソフトウェアバンドルでアップグレードするように自動アップグレー

ドを設定するには、software auto-upgrade source urlグローバルコンフィギュレーションコマ
ンドを使用します。ソフトウェアバンドルが無効になっている場合は、新しいスイッチは、互

換性のあるスタックメンバー上で実行しているものと同じソフトウェアイメージでアップグ

レードされます。

スイッチスタックの管理
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自動アップグレードプロセスが完了すると、新しいスイッチがリロードして、完全に機能する

メンバーとしてスタックに参加します。リロード時に両方のスタックケーブルが接続されてい

れば、スイッチスタックが2つのリング上で動作するため、ネットワークのダウンタイムが発
生しません。

互換性のないソフトウェアを実行しているスイッチのアップグレードの詳細については、『Cisco
IOS File System, Configuration Files, and Bundle Files Appendix, Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst
3850 Switches）』を参照してください。

自動アドバイス

自動アドバイス機能は次の場合に起動されます。

•自動アップグレード機能がディセーブルになっている。

•新しいスイッチがバンドルモードで、スタックがインストール済みモードになっている。
自動アドバイスは、新しいスイッチをインストール済みモードに変更するための software
auto-upgrade特権 EXECコマンドの使用に関する syslogメッセージを表示します。

•スタックがバンドルモードになっている。自動アドバイスは、新しいスイッチがスタック
に参加できるようにするためのバンドルモードでの起動に関する syslogメッセージを表
示します。

•新しいスイッチが互換性のないソフトウェアを実行しているために、自動アップグレード
の試みが失敗した。スイッチスタックが新しいスイッチとの互換性チェックを実行した後

に、自動アドバイスが、新しいスイッチが自動アップグレードできるかどうかに関する

syslogメッセージを表示します。

自動アドバイスはディセーブルにできません。また、スイッチスタックソフトウェアと、バー

ジョン不一致（VM）モードのスイッチのソフトウェアに同じライセンスレベルが含まれてい
ない場合は提案を表示しません。

自動アドバイス（auto-advise）は、自動アップグレードプロセスが新しいスイッチにコピーす
る適切なスタックメンバーソフトウェアを見つけられない場合に実行されます。このプロセ

スにより、スイッチスタックまたは新しいスイッチを手動でアップグレードするために必要な

コマンド（archive copy-swまたは archive download-sw特権 EXECコマンド）とイメージ名
（tarファイル名）が表示されます。推奨されているイメージは、実行中のスイッチスタック
イメージまたはスイッチスタック（新しいスイッチを含む）内のフラッシュファイルシステ

ム上の tarファイルです。スタックのフラッシュファイルシステムで適切なイメージが見つか
らない場合、自動アドバイスプロセスによって、スイッチスタックに新規ソフトウェアをイ

ンストールするように伝えられます。自動アドバイスはディセーブルにできません。また、そ

のステータスを確認するコマンドはありません。

スイッチスタックの管理
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自動アドバイスメッセージの例

自動アップグレードがディセーブルになっており、互換性のないスイッチが参加しようとして

いる：例

この自動アドバイスのサンプル出力は、自動アップグレード機能がディセーブルになってお

り、互換性のないスイッチ1がスイッチスタックに参加しようとした場合に表示されるシステ
ムメッセージを示しています。

*Oct 18 08:36:19.379: %INSTALLER-6-AUTO_ADVISE_SW_INITIATED: 2 installer: Auto advise
initiated for switch 1
*Oct 18 08:36:19.380: %INSTALLER-6-AUTO_ADVISE_SW: 2 installer: Searching stack for
software to upgrade switch 1
*Oct 18 08:36:19.382: %INSTALLER-6-AUTO_ADVISE_SW: 2 installer: Switch 1 with incompatible
software has been
*Oct 18 08:36:19.382: %INSTALLER-6-AUTO_ADVISE_SW: 2 installer: added to the stack. The
software running on
*Oct 18 08:36:19.382: %INSTALLER-6-AUTO_ADVISE_SW: 2 installer: all stack members was
scanned and it has been
*Oct 18 08:36:19.382: %INSTALLER-6-AUTO_ADVISE_SW: 2 installer: determined that the
'software auto-upgrade'
*Oct 18 08:36:19.382: %INSTALLER-6-AUTO_ADVISE_SW: 2 installer: command can be used to
install compatible
*Oct 18 08:36:19.382: %INSTALLER-6-AUTO_ADVISE_SW: 2 installer: software on switch 1.

自動アップグレードがディセーブルになっており、新しいスイッチがバンドルモードで動作し

ている：例

この自動アドバイスのサンプル出力は、自動アップグレードがディセーブルになっており、バ

ンドルモードで動作しているスイッチがインストール済みモードで動作しているスタックに参

加しようとした場合に表示されるシステムメッセージを示しています。

*Oct 18 11:09:47.005: %INSTALLER-6-AUTO_ADVISE_SW_INITIATED: 2 installer: Auto advise
initiated for switch 1
*Oct 18 11:09:47.005: %INSTALLER-6-AUTO_ADVISE_SW: 2 installer: Switch 1 running bundled
software has been added
*Oct 18 11:09:47.005: %INSTALLER-6-AUTO_ADVISE_SW: 2 installer: to the stack that is
running installed software.
*Oct 18 11:09:47.005: %INSTALLER-6-AUTO_ADVISE_SW: 2 installer: The 'software
auto-upgrade' command can be used to
*Oct 18 11:09:47.005: %INSTALLER-6-AUTO_ADVISE_SW: 2 installer: convert switch 1 to the
installed running mode by
*Oct 18 11:09:47.005: %INSTALLER-6-AUTO_ADVISE_SW: 2 installer: installing its running
software.

スイッチスタックの管理接続

スイッチスタックおよびスタックメンバインターフェイスは、アクティブスイッチを経由し

て管理します。CLI、SNMP、およびサポートされているネットワーク管理アプリケーション
（CiscoWorksなど）を使用できます。個別のデバイスごとにスタックメンバーを管理するこ
とはできません。

スイッチスタックの管理
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SNMPを使用して、サポートされるMIBによって定義されるスタック全体のネットワーク機
能を管理します。スイッチは、スタックのメンバーシップや選択などのスタック構成固有の機

能を管理するためのMIBをサポートしません。

（注）

IPアドレスによるスイッチスタックへの接続

スイッチスタックは、単一 IPアドレスを介して管理されます。IPアドレスは、システムレベ
ル設定であり、アクティブスイッチやその他のスタックメンバー固有ではありません。スタッ

クからアクティブスイッチまたはその他のスタックメンバーを削除しても IP接続があれば、
そのまま同じ IPアドレスを使用してスタックを管理できます。

スイッチスタックからスタックメンバーを削除した場合、各スタックメンバーは自身の IPア
ドレスを保持します。したがって、ネットワーク内で同じ IPアドレスを持つ 2つのデバイス
が競合するのを避けるため、スイッチスタックから削除したデバイスの IPアドレスを変更し
ておきます。

（注）

スイッチスタック設定の関連情報については、「スイッチスタックのコンフィギュレーショ

ンファイル」のセクションを参照してください。

コンソールポートまたはイーサネット管理ポートによるスイッチスタックへの接続

アクティブスイッチに接続するには、次のいずれかの方法を使用します。

• 1つまたは複数のスタックメンバーのコンソールポートを経由して、端末または PCをア
クティブスイッチに接続できます。

• 1つまたは複数のスタックメンバーのイーサネット管理ポートを経由して、PCをアクティ
ブスイッチに接続できます。イーサネット管理ポート経由でスイッチスタックに接続す

る方法については、「イーサネット管理ポートの使用」のセクションを参照してくださ

い。

1つまたは複数のスタックメンバのコンソールポートを経由して、ターミナルまたは PCをス
タックマスターに接続することで、アクティブスイッチに接続できます。

アクティブスイッチに複数の CLIセッションを使用する場合は注意が必要です。1つのセッ
ションで入力したコマンドは、別のセッションには表示されません。そのため、コマンドを入

力したセッションを識別できなくなることがあります。

スイッチスタックを管理する場合は、1つの CLIセッションだけを使用することを推奨しま
す。

スイッチスタックの管理
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スイッチスタックの設定方法

永続的MACアドレス機能のイネーブル化

この機能を設定するためにコマンドを入力すると、設定の結果を記述した警告メッセージが表

示されます。この機能は慎重に使用してください。古いアクティブスイッチのMACアドレ
スを同じドメイン内で使用すると、トラフィックが失われることがあります。

（注）

永続MACアドレスをイネーブルにするには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにしま
す。

enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configureterminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

スタックマスターが変更された後、ス

タックMACアドレスが新しいアクティ
stack-mac persistent timer [0 | time-value]

例：

ステップ 3

ブスイッチのMACアドレスに変更され
Device(config)# stack-mac persistent
timer 7 るまでの遅延時間をイネーブルにしま

す。この間に以前のアクティブスイッ

チがスタックに再加入した場合、スタッ

クはそのMACアドレスをスタックMAC
アドレスとして使用します。

時間は 0～ 60分の範囲で指定できま
す。

•約4分というデフォルトの遅延を設
定するには、値を指定しないでコマ

ンドを入力します。必ず値を入力す

ることを推奨します。

スイッチスタックの管理
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目的コマンドまたはアクション

値を指定しないでコマンドを入力す

ると、実行コンフィギュレーション

ファイルには、遅延時間は明示タイ

マー値4分として書き込まれます。

•現在のアクティブスイッチのMAC
アドレスを無期限に使用し続けるに

は、0を入力します。

スタックMACアドレスを現在のア
クティブスイッチのMACアドレス
にただちに変更するための no
stack-mac persistent timerコマンド
を入力するまで、前のアクティブ

スイッチのスタックMACアドレス
が使用されます。

•スタックMACアドレスが新しいア
クティブスイッチのMACアドレス
に変更されるまでの時間を設定する

には、time-valueに 1～ 60分の範囲
内の値を入力します。

設定された時間が過ぎるまで、また

は no stack-mac persistent timerコ
マンドを入力するまで、以前のアク

ティブスイッチのスタックMACア
ドレスが使用されます。

新しいアクティブスイッチが

引き継いだ後、時間切れにな

る前に no stack-mac persistent
timerコマンドを入力した場
合、スイッチスタックは現在

のアクティブスイッチMAC
アドレスに移行します。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

Device(config)# end

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

スイッチスタックの管理
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目的コマンドまたはアクション

Device# copy running-config
startup-config

次のタスク

永続的MACアドレス機能をディセーブルにするには、no stack-mac persistent timerグローバ
ルコンフィギュレーションコマンドを使用します。

スタックメンバー番号の割り当て

この任意の作業は、アクティブスイッチからのみ使用できます。

メンバー番号をスタックメンバーに割り当てるには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにしま
す。

enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configureterminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

スタックメンバの現在のスタックメン

バ番号と新たなスタックメンバ番号を

switch
current-stack-member-numberrenumber
new-stack-member-number

ステップ 3

指定します。指定できる範囲は1～9で
す。例：

Device# switch 3 renumber 4 スタックメンバの現在のスタックメン

バ番号と新たなメンバ番号を指定しま

す。指定できる範囲は 1～ 2です。

show switchユーザ EXECコマンドを使
用すると、現在のスタックメンバ番号

を表示できます。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

スイッチスタックの管理
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目的コマンドまたはアクション

Device(config)# end

スタックメンバをリセットします。reload slot stack-member-number

例：

ステップ 5

Device# reload slot 4

スタックメンバ番号を確認します。show switch

例：

ステップ 6

showDevice

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

Device# copy running-config
startup-config

スタックメンバープライオリティ値の設定

この任意の作業は、アクティブスイッチからのみ使用できます。

プライオリティ値をスタックメンバーに割り当てるには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにしま
す。パスワードを入力します（要求され

た場合）。

enable

例：

Device enable

ステップ 1

スタックメンバのスタックメンバ番号

と、新しいプライオリティを指定しま

switch stack-member-numberpriority
new-priority-number

例：

ステップ 2

す。スタックメンバ番号の有効範囲は

1～ 9です。プライオリティ値の範囲は
1～ 15です。

Device# switch 3 priority 2

show switchユーザ EXECコマンドを使
用して、現在のプライオリティ値を表示

できます。

新しいプライオリティ値はすぐに有効と

なりますが、現在のアクティブスイッ

スイッチスタックの管理
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目的コマンドまたはアクション

チには影響しません。新たなプライオ

リティ値は、現在のアクティブスイッ

チまたはスイッチスタックのリセット

時に、どのスタックメンバが新たなア

クティブスイッチとして選択されるか

を決定する場合に影響を及ぼします。

スタックメンバープライオリティ値を

確認します。

show switch stack-member-number

例：

ステップ 3

Device# show switch

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

Device# copy running-config
startup-config

スイッチスタックへの新しいメンバーのプロビジョニング

この任意の作業は、アクティブスイッチからのみ使用できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

スイッチスタックに関する要約情報を

表示します。

show switch

例：

ステップ 1

Device# show switch

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

事前に設定されたスイッチのスタック

メンバー番号を指定します。デフォルト

switch stack-member-numberprovision type

例：

ステップ 3

では、スイッチはプロビジョニングされ

ません。
Device(config)# switch 3 provision
WS-xxxx

Stack-member-numberの範囲は 1～ 9で
す。スイッチスタック内でまだ使用さ

れていないスタックメンバー番号を指

スイッチスタックの管理
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目的コマンドまたはアクション

定します。ステップ1を参照してくださ
い。

Typeには、コマンドラインヘルプスト
リングに示されたサポート対象のスイッ

チのモデル番号を入力します。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

Device(config)# end

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

Device# copy running-config
startup-config

プロビジョニングされたスイッチ情報の削除

開始する前に、スタックから割り当てられたスイッチを削除する必要があります。この任意の

作業は、アクティブスイッチからのみ使用できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 1

Device# configure terminal

指定されたメンバーの割り当て情報を削

除します。

no switch stack-member-number provision

例：

ステップ 2

Device(config)# no switch 3 provision

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 3

Device(config)# end

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

スイッチスタックの管理
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目的コマンドまたはアクション

Device# copy running-config
startup-config

例

次のように設定されたスタック内の割り当てられたスイッチを削除する場合：

•スタックは 4つのメンバーを持つ

•スタックメンバー 1がアクティブスイッチである

•スタックメンバー 3が割り当てられたスイッチである

さらに、割り当てられた情報を削除し、エラーメッセージを受信しないようにするに

は、スタックメンバー 3の電源を切り、スタックメンバー 3とそれが接続されている
スイッチとの間の StackWise-480スタックケーブルを抜き、そのケーブルを別のメン
バー間に再接続して、no switch stack-member-numberprovisionグローバルコンフィギュ
レーションコマンドを入力します。

スイッチスタック内の非互換スイッチの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

スイッチスタック内の非互換スイッチ

を表示します（[Current State]が
show switch

例：

ステップ 1

[V-Mismatch]で表示されます）。
Device# show switch

[V-Mismatch]状態は、非互換ソフトウェ
アのスイッチを示します。アクティブ

スイッチと同じライセンスレベルで実

行されていないスイッチには、

[Lic-Mismatch]と出力表示されます

ライセンスレベルの管理については、

『SystemManagement Configuration Guide
(Catalyst 3850 Switches)』を参照してくだ
さい。

スイッチスタックの管理
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スイッチスタックでの互換性のないスイッチのアップグレード

手順

目的コマンドまたはアクション

スイッチスタック内の互換性のないス

イッチをアップグレードします。また

software auto-upgrade

例：

ステップ 1

は、バンドルモードのスイッチをイン

ストール済みモードに変更します。
Device# software auto-upgrade

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 2

Device# copy running-config
startup-config

スイッチスタックのトラブルシューティング

スタックポートの一時的なディセーブル化

スタックポートでフラッピングが発生し、スタックリングが不安定になっている場合に、そ

のポートをディセーブルにするには、switch stack-member-number stack port port-number disable
特権 EXECコマンドを入力します。ポートを再びイネーブルにするには、switch
stack-member-number stack port port-number enableコマンドを入力します。

switch stack-member-number stackport port-numberdisableコマンドの使用には注意が必要です。
スタックポートをディセーブルにすると、スタックは半分の帯域幅で稼働します。

（注）

スタックポートを通じてすべてのメンバーが接続されており、準備完了状態であれば、スタッ

クはフルリング状態です。

次の現象が発生すると、スタックが部分リング状態になります。

•すべてのメンバがスタックポートを通じて接続されたが、一部が readyステートではな
い。

•スタックポートを通じて接続されていないメンバーがある。
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手順

目的コマンドまたはアクション

指定されたポートをディセーブルにしま

す。

switch stack-member-number stack port
port-number disable

例：

ステップ 1

Device# switch 2 stack port 1 disable

スタックポートを再びイネーブルにし

ます。

switch stack-member-number stack port
port-number enable

例：

ステップ 2

Device# switch 2 stack port 1 enable

スタックがフルリング状態のときにスタックポートをディセーブルにしようとする場合は、1
つのスタックポートしかディセーブルにすることができません。次のメッセージが表示されま

す。

Enabling/disabling a stack port may cause undesired stack changes. Continue?[confirm]

スタックが部分リング状態のときにスタックポートをディセーブルにしようとしても、その

ポートをディセーブルにすることができません。次のメッセージが表示されます。

Disabling stack port not allowed with current stack configuration.

他のメンバーの起動中のスタックポートの再イネーブル化

スイッチ 1のポート 1がスイッチ 4のポート 2に接続されています。ポート 1でフラッピング
が発生した場合は、switch 1 stack port 1 disable特権 EXECコマンドを使用してポート 1をディ
セーブルにすることができます。スイッチ 1のポート 1がディセーブルになっており、スイッ
チ1の電源がまだオンになっている状態でスタックポートを再びイネーブルにするには、次の
手順を実行します。

手順

ステップ 1 スイッチ 1のポート 1とスイッチ 4のポート 2の間のスタックケーブルを取り外します。

ステップ 2 スタックからスイッチ 4を取り外します。

ステップ 3 スイッチを追加してスイッチ 4を交換し、スイッチ番号 4を割り当てます。

ステップ 4 スイッチ 1のポート 1とスイッチ 4（交換後のスイッチ）のポート 2の間のケーブルを再接続
します。

ステップ 5 スイッチ間のリンクを再びイネーブルにします。switch 1 stack port 1 enable特権 EXECコマン
ドを入力して、スイッチ 1のポート 1をイネーブルにします。
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ステップ 6 スイッチ 4の電源を入れます。

スイッチ 1のポート 1をイネーブルにする前にスイッチ 4の電源を入れると、スイッチのいず
れかがリロードされる場合があります。

最初にスイッチ 4の電源を入れると、リンクを起動するために switch 1 stack port 1 enableお
よび switch 4 stack port 2 enable特権 EXECコマンドを入力する必要がある場合があります。

注意

デバイススタックのモニタリング
表 2 :スタック情報を表示するコマンド

説明コマンド

割り当てられたスイッチやバージョン不一致モードのスイッチの

ステータスなど、スタックに関するサマリー情報を表示します。

show switch

特定のメンバーに関する情報を表示します。show switch
stack-member-number

スタックに関する詳細情報を表示します。show switch detail

スタックネイバーを表示します。show switch neighbors

スタックのポート情報を表示します。スタックのケーブル長、ス

タックのリンクステータス、およびループバックステータスを

表示するには、summaryキーワードを使用します。

show switch stack-ports
[summary]

冗長システムと現在のプロセッサ情報を表示します。冗長システ

ムの情報にはシステム稼働時間、スタンバイ失敗、スイッチオー

バー理由、ハードウェア、設定冗長モードおよび動作冗長モード

が含まれます。表示される現在のプロセッサ情報にはアクティブ

位置、ソフトウェアの状態、現在の状態での稼働時間などが含ま

れます。

show redundancy

アクティブおよびスタンバイデバイスの冗長状態をすべて表示

します。

show redundancy state

スイッチスタックの管理

28

スイッチスタックの管理

デバイススタックのモニタリング



スイッチスタックの設定例

スイッチスタックの設定のシナリオ

これらのスイッチスタック設定シナリオのほとんどが、少なくとも 2つのデバイスが
StackWise-480スタックポート経由で接続されていることを前提とします。

表 3 :設定シナリオ

結果シナリオ

2つのアクティブスイッチのう
ち 1つだけが新しいアクティブ
スイッチになります。

StackWise-480スタックポート経由で
2つの電源の入ったスイッチスタック
を接続します。

既存のアクティブ

スイッチによって明

確に決定されるアク

ティブスイッチ選

択

より高いプライオリティ値を持

つスタックメンバーがアクティ

ブスイッチに選択されます。

1. StackWise-480スタックポート経
由で 2つのスイッチを接続しま
す。

2. switch stack-member-number
priority new-priority-number
EXECコマンドを使用して、一方
のスタックメンバにより高いメン

バプライオリティ値を設定しま

す。

3. 両方のスタックメンバーを同時に
再起動します。

スタックメンバー

のプライオリティ値

によって明確に決定

されるアクティブ

スイッチ選択

保存済みのコンフィギュレーショ

ンファイルを持つスタックメン

バーがアクティブスイッチに選

択されます。

両方のスタックメンバーが同じプライ

オリティ値を持つものと仮定します。

1. 一方つのスタックメンバーがデ
フォルトのコンフィギュレーショ

ンを持ち、他方のスタックメン

バーが保存済み（デフォルトでな

い）のコンフィギュレーション

ファイルを持つことを確認しま

す。

2. 両方のスタックメンバーを同時に
再起動します。

コンフィギュレー

ションファイルに

よって明確に決定さ

れるアクティブス

イッチ選択
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結果シナリオ

MACアドレスが小さい方のス
タックメンバーがアクティブス

イッチに選択されます。

両方のスタックメンバーが同じプライ

オリティ値、コンフィギュレーション

ファイル、ライセンスレベルを持って

いると仮定して、両方のスタックメン

バーを同時に再起動します。

MACアドレスに
よって明確に決定さ

れるアクティブス

イッチ選択

より高いプライオリティ値を持

つスタックメンバーが、自分の

スタックメンバー番号を保持し

ます。もう一方のスタックメン

バーは、新たなスタックメン

バー番号を持ちます。

一方のスタックメンバーが他方のス

タックメンバーより高いプライオリ

ティ値を持つものと仮定します。

1. 両方のスタックメンバーが同じス
タックメンバー番号を持つように

確認します。必要に応じて、switch
current-stack-member-numberrenumber
new-stack-member-number EXECコ
マンドを使用します。

2. 両方のスタックメンバーを同時に
再起動します。

スタックメンバー

番号の競合

アクティブスイッチが保持され

ます。新たなスイッチがスイッ

チスタックに追加されます。

1. 新しいスイッチの電源を切りま
す。

2. StackWise-480スタックポート経
由で、新しいスイッチを電源の

入ったスイッチスタックに接続し

ます。

3. 新しいスイッチの電源を入れま
す。

スタックメンバー

の追加

スタンバイスイッチが新しいア

クティブスイッチになります。

スタック内の他のすべてのスタッ

クメンバーは、スタックメン

バーのままで、再起動はされま

せん。

アクティブスイッチを取り外します

（または電源をオフにします）。

アクティブスイッ

チの障害
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結果シナリオ

2台のデバイスがアクティブス
イッチになります。1台のアク
ティブスイッチが 9台のスタッ
クメンバーで構成されます。そ

の他のアクティブスイッチはス

タンドアロンデバイスとして残

ります。

アクティブスイッチのデバイス

とそれぞれのアクティブスイッ

チに属しているデバイスを識別

するには、デバイス上のModeボ
タンとポート LEDを使用しま
す。

1. StackWise-480スタックポート経
由で、10台のデバイスを接続しま
す。

2. すべてのデバイスの電源をオンに
します。

9台を超えるスタッ
クメンバーの追加

永続的MACアドレス機能のイネーブル化：例
次に、永続的MACアドレス機能に 7分の遅延時間を設定し、設定を確認する例を示します。
Device(config)# stack-mac persistent timer 7
WARNING: The stack continues to use the base MAC of the old Master
WARNING: as the stack MAC after a master switchover until the MAC
WARNING: persistency timer expires. During this time the Network
WARNING: Administrators must make sure that the old stack-mac does
WARNING: not appear elsewhere in this network domain. If it does,
WARNING: user traffic may be blackholed.
Device(config)# end
Device# show switch
Switch/Stack Mac Address : 0016.4727.a900
Mac persistency wait time: 7 mins

H/W Current
Switch# Role Mac Address Priority Version State
----------------------------------------------------------
*1 Active 0016.4727.a900 1 P2B Ready

スイッチスタックへの新しいメンバーの割り当て：例

次に、スタックメンバー番号 2が設定されたスイッチをスイッチスタックに割り当てる例を
示します。 show running-configコマンドの出力は、プロビジョニングされたスイッチに関連
付けられたインターフェイスを示します。

Device(config)# switch 2 provision switch_PID
Device(config)# end
Device# show running-config | include switch 2
!
interface GigabitEthernet2/0/1
!
interface GigabitEthernet2/0/2
!
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interface GigabitEthernet2/0/3
<output truncated>

show switch stack-ports summaryコマンドの出力：例
スタックメンバ 2のポート 1だけがディセーブルです。
Device# show switch stack-ports summary
Device#/ Stack Neighbor Cable Link Link Sync # In
Port# Port Length OK Active OK Changes Loopback

Status To LinkOK
-------- ------ -------- -------- ---- ------ ---- --------- --------
1/1 OK 3 50 cm Yes Yes Yes 1 No
1/2 Down None 3 m Yes No Yes 1 No
2/1 Down None 3 m Yes No Yes 1 No
2/2 OK 3 50 cm Yes Yes Yes 1 No
3/1 OK 2 50 cm Yes Yes Yes 1 No
3/2 OK 1 50 cm Yes Yes Yes 1 No

表 4 : show switch stack-ports summaryコマンドの出力

説明フィールド

メンバー番号と、そのスタックポート番号Switch#/Port#

スタックポートのステータス。

• Absent：スタックポートにケーブルが検出されません。

• Down：ケーブルは検出されましたが、接続されたネイバーがアップ
になっていないか、スタックポートがディセーブルになっています。

• OK：ケーブルが検出され、接続済みのネイバーが起動しています。

Stack Port Status

スタックケーブルの接続先の、アクティブなメンバーのスイッチの数。Neighbor

有効な長さは 50 cm、1 m、または 3 mです。

スイッチがケーブルの長さを検出できない場合は、値は no cableになりま
す。ケーブルが接続されていないか、リンクが信頼できない可能性があり

ます。

Cable Length
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説明フィールド

スタックケーブルが接続され機能しているかどうか。相手側には、接続さ

れたネイバーが存在する場合も、そうでない場合もあります。

リンクパートナーは、ネイバースイッチ上のスタックポートのことです。

• No：このポートに接続されているスタックケーブルがないか、スタッ
クケーブルが機能していません。

• Yes：このポートには正常に機能するスタックケーブルが接続されて
います。

Link OK

スタックケーブル相手側にネイバーが接続されているかどうか。

• No：相手側にネイバーが検出されません。ポートは、このリンクから
トラフィックを送信できません。

• Yes：相手側にネイバーが検出されました。ポートは、このリンクか
らトラフィックを送信できます。

Link Active

リンクパートナーが、スタックポートに有効なプロトコルメッセージを

送信するかどうか。

• No：リンクパートナーからスタックポートに有効なプロトコルメッ
セージが送信されません。

• Yes：リンクの相手側は、ポートに有効なプロトコルメッセージを送
信します。

Sync OK

リンクの相対的安定性。

短期間で多数の変更が行われた場合は、リンクのフラップが発生すること

があります。

# Changes to
LinkOK

スタックケーブルがメンバのスタックポートに接続されているかどうか。

• No：メンバーの 1つ以上のスタックポートに、スタックケーブルが
接続されています。

• Yes：メンバーのどのスタックポートにも、スタックケーブルが接続
されていません。

In Loopback

ソフトウェアループバック：例

メンバーが 3つのスタックでは、スタックケーブルですべてのメンバーが接続されます。
Device# show switch stack-ports summary
Device#
Sw#/Port# Port Neighbor Cable Link Link Sync #Changes In

Status Length OK Active OK To LinkOK Loopback

スイッチスタックの管理
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-------- ------ -------- -------- ---- ------ ---- --------- --------
1/1 OK 3 50 cm Yes Yes Yes 1 No
1/2 OK 2 3 m Yes Yes Yes 1 No
2/1 OK 1 3 m Yes Yes Yes 1 No
2/2 OK 3 50 cm Yes Yes Yes 1 No
3/1 OK 2 50 cm Yes Yes Yes 1 No
3/2 OK 1 50 cm Yes Yes Yes 1 No

スイッチ 1のポート 1からスタックケーブルを切断すると、次のメッセージが表示されます。
01:09:55: %STACKMGR-4-STACK_LINK_CHANGE: Stack Port 2 Switch 3 has changed to state DOWN

01:09:56: %STACKMGR-4-STACK_LINK_CHANGE: Stack Port 1 Switch 1 has changed to state
DOWN

Device# show switch stack-ports summary
Device#
Sw#/Port# Port Neighbor Cable Link Link Sync #Changes In

Status Length OK Active OK To LinkOK Loopback

-------- ------ -------- -------- ---- ------ ---- --------- --------
1/1 Absent None No cable No No No 1 No
1/2 OK 2 3 m Yes Yes Yes 1 No
2/1 OK 1 3 m Yes Yes Yes 1 No
2/2 OK 3 50 cm Yes Yes Yes 1 No
3/1 OK 2 50 cm Yes Yes Yes 1 No
3/2 Down None 50 cm No No No 1 No

スイッチ 1のポート 2からスタックケーブルを切断すると、スタックが分割されます。

スイッチ 2とスイッチ 3がスタックケーブルで接続された 2メンバースタックのメンバーに
なります。

Device# show sw stack-ports summary
Device#
Sw#/Port# Port Neighbor Cable Link Link Sync #Changes In

Status Length OK Active OK To LinkOK Loopback
-------- ------ -------- -------- ---- ------ ---- --------- --------
2/1 Down None 3 m No No No 1 No
2/2 OK 3 50 cm Yes Yes Yes 1 No
3/1 OK 2 50 cm Yes Yes Yes 1 No
3/2 Down None 50 cm No No No 1 No

スイッチ 1はスタンドアロンスイッチです。
Device# show switch stack-ports summary
Device#
Sw#/Port# Port Neighbor Cable Link Link Sync #Changes In

Status Length OK Active OK To LinkOK Loopback
-------- ------ -------- -------- ---- ------ ---- --------- --------
1/1 Absent None No cable No No No 1 Yes
1/2 Absent None No cable No No No 1 Yes

スタックケーブルが接続されたソフトウェアループバック：例

•スイッチ 1のポート 1のポートステータスが Downで、ケーブルが接続されています。
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スイッチ 1のポート 2のポートステータスがAbsentで、ケーブルが接続されていません。
Device# show switch stack-ports summary
Device#
Sw#/Port# Port Neighbor Cable Link Link Sync #Changes In

Status Length OK Active OK To LinkOK Loopback
-------- ------ -------- -------- ---- ------ ---- --------- --------
1/1 Down None 50 Cm No No No 1 No
1/2 Absent None No cable No No No 1 No

•物理ループバックでは、ケーブルはスタックポートとスイッチの両方に接続されていま
す。この設定を使用して、次のテストを行えます。

•正常に稼働しているスイッチのケーブル

•正常なケーブルを使用したスタックポート

Device# show switch stack-ports summary
Device#
Sw#/Port# Port Neighbor Cable Link Link Sync #Changes In

Status Length OK Active OK To LinkOK Loopback
-------- ------ -------- -------- ---- ------ ---- --------- --------
2/1 OK 2 50 cm Yes Yes Yes 1 No
2/2 OK 2 50 cm Yes Yes Yes 1 No

ポートステータスを見ると、次のことがわかります。

•スイッチ 2はスタンドアロンスイッチである。

•ポートはトラフィックを送受信できる。

スタックケーブルが接続されていないソフトウェアループバック：例

Device# show switch stack-ports summary
Device#
Sw#/Port# Port Neighbor Cable Link Link Sync #Changes In

Status Length OK Active OK To LinkOK Loopback
-------- ------ -------- -------- ---- ------ ---- --------- --------
1/1 Absent None No cable No No No 1 Yes
1/2 Absent None No cable No No No 1 Yes

切断されたスタックケーブルの特定：例

すべてのスタックメンバーは、スタックケーブルで接続されます。スイッチ1のポート2と、
スイッチ 2のポート 1が接続されます。

次に、メンバーのポートステータスを示します。

Device# show switch stack-ports summary
Device#
Sw#/Port# Port Neighbor Cable Link Link Sync #Changes In

Status Length OK Active OK To LinkOK Loopback
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-------- ------ -------- -------- ---- ------ ---- --------- --------
1/1 OK 2 50 cm Yes Yes Yes 0 No
1/2 OK 2 50 cm Yes Yes Yes 0 No
2/1 OK 1 50 cm Yes Yes Yes 0 No
2/2 OK 1 50 cm Yes Yes Yes 0 No

スイッチ 1のポート 2からケーブルを切断すると、次のメッセージが表示されます。
%STACKMGR-4-STACK_LINK_CHANGE: Stack Port 1 Switch 2 has changed to state DOWN

%STACKMGR-4-STACK_LINK_CHANGE: Stack Port 2 Switch 1 has changed to state DOWN

ポートステータスは以下の通りです。

Device# show switch stack-ports summary
Device#
Sw#/Port# Port Neighbor Cable Link Link Sync #Changes In

Status Length OK Active OK To LinkOK Loopback
-------- ------ -------- -------- ---- ------ ---- --------- --------
1/1 OK 2 50 cm Yes Yes Yes 1 No
1/2 Absent None No cable No No No 2 No
2/1 Down None 50 cm No No No 2 No
2/2 OK 1 50 cm Yes Yes Yes 1 No

ケーブルの片方だけが、スタックポート（スイッチ 2のポート 1）に接続されます。

•スイッチ 1のポート 2の Stack Port Status値は Absentで、スイッチ 2のポート 1の値は
Downです。

• Cable Length値は No cableです。

問題の診断

•スイッチ 1のポート 2のケーブル接続を確認します。

•スイッチ 1のポート 2が次の状態であれば、ポートまたはケーブルに問題があります。

• In Loopback値が Yesである。

または

• Link OK、Link Active、または Sync OK値が Noである。

スタックポート間の不安定な接続の修正：例

すべてのメンバーは、スタックケーブルで接続されます。スイッチ 1のポート 2と、スイッチ
2のポート 1が接続されます。

ポートステータスは次のとおりです。

Device# show switch stack-ports summary
Device#

スイッチスタックの管理

36

スイッチスタックの管理

スタックポート間の不安定な接続の修正：例



Sw#/Port# Port Neighbor Cable Link Link Sync #Changes In
Status Length OK Active OK To LinkOK Loopback

-------- ------ -------- -------- ---- ------ ---- --------- --------
1/1 OK 2 50 cm Yes Yes Yes 1 No
1/2 Down None 50 cm No No No 2 No
2/1 Down None 50 cm No No No 2 No
2/2 OK 1 50 cm Yes Yes Yes 1 No

問題の診断

• Stack Port Statusの値が Downになっています。

• Link OK、Link Active、および Sync OKの値が Noになっています。

• Cable Lengthの値が 50 cmになっています。スイッチがケーブルを検出し、正しく識別し
ています。

スイッチ 1のポート 2と、スイッチ 2のポート 1との接続は、少なくとも 1つのコネクタピン
で不安定になっています。

スイッチスタックに関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

Catalyst 3850スイッチハードウェアインストレーションガ
イド

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/lan/catalyst2960cx_
3650cx/hardware/installation/guide/b_2960cx-3560cx_hig.html

スイッチスタックのケーブル配

線と電源供給。

『Cisco TrustSec Switch Configuration Guide』の「Cisco
TrustSec SGACL High Availability」モジュール

SGACLハイアベイラビリティ

エラーメッセージデコーダ

リンク説明

https://www.cisco.com/cgi-bin/Support/Errordecoder/index.cgiこのリリースのシステムエラーメッ

セージを調査し解決するために、エ

ラーメッセージデコーダツールを

使用します。
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http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/lan/catalyst2960cx_3650cx/hardware/installation/guide/b_2960cx-3560cx_hig.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/lan/catalyst2960cx_3650cx/hardware/installation/guide/b_2960cx-3560cx_hig.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/lan/trustsec/configuration/guide/trustsec/trustsec_sgacl_ha.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/lan/trustsec/configuration/guide/trustsec/trustsec_sgacl_ha.html
https://www.cisco.com/cgi-bin/Support/Errordecoder/index.cgi


標準および RFC

Title標

準/RFC

—なし

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、およびライセ
ンスされたフィーチャセットに関するMIBを探してダウンロー
ドするには、次のURLにあるCiscoMIBLocatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

本リリースでサポートする

すべてのMIB

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの製品やテクノロジー
に関するトラブルシューティングにお役立ていただけるように、

マニュアルやツールをはじめとする豊富なオンラインリソースを

提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を入手するために、

Cisco Notification Service（Field Noticeからアクセス）、Cisco
Technical Services Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアクセスする際は、
Cisco.comのユーザ IDおよびパスワードが必要です。
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http://www.cisco.com/go/mibs
http://www.cisco.com/support
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